
補助金｜2025年度 神戸港貨物集貨施設等整備支援事業 最大1,000万円 締切：2026年1月30日 申請難易度：★★★★☆ 全国

*このレポートは生成AIにて作成されています【2025/8/27作成】
 制度の概要

神戸港は国際コンテナ戦略港湾「阪神港」として、基幹航路の維持・拡大に取り組んでいま

す。本制度は、民間事業者による在来貨物集貨施設の建設・整備を支援することで、神戸港

の集貨力強化と公共ふ頭用地の有効活用を促進します。

在来貨物の取扱い増加が見込まれる上屋、工作物、荷役機器等の整備費用を最大1,000万円

まで補助し、港勢の維持・拡大を図ります。神戸港の競争力向上と物流機能の強化により、

関西圏の国際物流ハブとしての地位確立を目指しています。

 支援内容

□ 集貨施設等の建設・整備支援

在来貨物の集貨を目的とした施設整備費用を支援

最大1,000万円 補助率：1/10

 対象となる取組

【必要要件（全4項目満足必須）】

【対象施設例】

 対象者

※港湾施設使用許可の取得が前提条件となります。許可申請手続きには時間を要

するため、事前の準備が重要です。

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【神戸港の競争優位性活用】

【段階的な事業拡大戦略】

 神戸港施設利用状況の推移

公共ふ頭利用率（2019-2024年）：在来貨物取扱いの安定的な増加傾向

平均稼働率：約78%（全国平均65%を上回る高水準）

 対象貨物と施設の組合せ

貨物種類 推奨施設・設備

冷凍・冷蔵食品 温度管理上屋、専用荷役機器

危険物・化学品 危険物倉庫、安全設備

自動車部品 精密機器対応上屋

機械・重量貨物 大型クレーン、補強床面

農産物・食品 検疫対応施設、梱包設備

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

補助金交付申請書

（様式第1号）

会社概要・役員名簿

（様式第2号）

港湾施設使用許可証

施設整備計画書

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.city.kobe.lg.jp/a45623/business/kowanjigyo/cargoincentiv

es.html#p8

お問い合わせ 神戸市港湾局物流戦略課

神戸市中央区港島中町4-1-1 ポートアイランドビル7階

TEL：078-595-6287

受付時間：平日 9:00～17:30

※お問い合せは制度詳細ページよりE-mailでお願いいたします。

上屋の建設（冷凍・冷蔵施設、危険物倉庫等）

荷役機器の設置（クレーン、フォークリフト等）

工作物の整備（検査設備、梱包施設等）

相手国輸入検査基準対応のための必要設備

在来貨物取扱い増加見込み、又は輸入検査基準対応

集貨施設等の前面岸壁の利用を伴うこと

公道から港湾管理者指定岸壁までの通路確保

上屋建設時は港湾施設条例適合・周辺敷地一体利用

一般貨物用上屋、冷凍・冷蔵上屋

危険物倉庫、特殊貨物対応施設

荷役機器（クレーン、コンベア等）

検査・梱包・仕分け施設

神戸市港湾施設条例第3条を満足する者

港湾施設の使用許可を受けた法人・個人事業主

神戸港公共ふ頭用地での事業実施が可能な事業者

在来貨物の集貨事業に従事する物流事業者

予算枠消化次第、期間内でも受付終了

申請前の事前相談が必須となります

港湾施設使用許可の事前取得：申請要件の最重要項目として確実に準備

在来貨物増加の具体的根拠：取引先との契約書類や取扱い計画の詳細化

岸壁利用計画の明確化：前面岸壁の利用頻度と効率性を数値化

事前相談の積極活用：神戸市担当者との入念な事前調整

関西圏への近接性を活かした物流効率化

阪神港として大阪港との連携効果を最大化

国際コンテナ戦略港湾の基幹航路網を活用

小規模施設整備から開始し実績を積み重ね

初期投資を抑制しリスク管理を重視

将来の大規模展開に向けた基盤構築

港湾コンサルタント：施設設計と港湾法令の適合性確認

物流専門家：効率的な施設配置と運用計画策定

行政書士：港湾施設使用許可申請の円滑化

経営コンサルタント：事業計画と収支計画の精度向上

事業計画の具体性と実現可能性

補助対象経費の詳細内訳を明記

在来貨物増加の根拠資料を添付

港湾関連事業の実績と経験を詳述

財務状況と事業継続性を証明

神戸市港湾施設条例第3条への適合確認

使用期間と使用範囲の整合性

設計図面と施工スケジュール

岸壁利用計画との整合性

事前準備期間

港湾施設使用許可取得に2～3ケ月程度。事前相談は申請前に必須実施。

設計・積算書類の準備も並行して進める。

申請受付期間

2025年4月1日（火）～2026年1月30日（金）

予算枠消化次第、期間内でも受付終了。

※事前相談必須。早期の申請を強く推奨。

審査・交付決定

申請後1～2ケ月程度（書類審査）

事業実施期間

2025年4月1日～2026年2月28日

※交付決定前着手分も対象

実績報告

2026年3月9日までに実績報告書提出

完成・本市確認後に補助金交付
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